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①
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
た
め

　

の
取
り
組
み
や
、
多
様
化
す
る
行

　

政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

　

の
果
断
な
財
政
出
動
を
行
い
ま
す
。

②
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
少
子
高
齢

　

化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
！
Ｕ
・

　

Ｉ
タ
ー
ン
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

を
予
算
編
成
の
テ
ー
マ
と
し
、
第

　

２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
の

　

重
点
政
策
に
基
づ
い
て
、
限
り
あ

　

る
財
源
の
効
果
的
な
配
分
に
努
め

　

ま
し
た
。

第
１
の
柱

就
労
対
策
・
企
業
支
援
と

戦
略
的
な
取
組
に
よ
る

町
民
所
得
の
向
上

①
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
を
導
入

　

す
る
。

②
仕
事
・
住
ま
い
・
子
育
て
な
ど
の

　

定
住
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

　

に
対
し
、
一
元
的
に
対
応
で
き
る

　

移
住
総
合
相
談
窓
口
の
整
備
な
ど

　

の
定
住
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

を
進
め
る
。

③
若
者
定
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
付

　

金
な
ど
に
よ
り
、
新
規
学
卒
者
お

　

よ
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
生
活

　

支
援
を
実
施
す
る
。

①
関
係
機
関
と
連
携
し
た
建
設
・
介

　

護
関
連
の
資
格
取
得
の
た
め
の
研

　

修
会
の
実
施
や
、
費
用
の
支
援
、

　

看
護
資
格
取
得
奨
学
金
貸
与
を
継

　

続
し
、
求
人
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

を
解
消
す
る
。

①
企
業
誘
致
と
町
内
企
業
へ
の
支
援

　

を
充
実
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

　

と
定
住
に
向
け
た
仕
事
づ
く
り
を

　

行
う
。

②
企
業
立
地
奨
励
金
制
度
を
継
続
し
、

　

本
町
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
。

③
建
設
業
に
お
け
る
若
年
者
の
人
材

　

育
成
・
処
遇
改
善
を
目
指
す
「
地

　

域
人
づ
く
り
事
業
」を
実
施
す
る
。

④
町
内
で
の
新
た
な
起
業
を
支
援
す

　

る「
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」

　

を
新
設
す
る
。

①
新
規
就
農
者
就
農
促
進
住
宅
の
整

　

備
を
継
続
し
、
関
係
機
関
・
団
体

　

と
連
携
を
強
め
就
農
体
制
の
充
実

　

を
図
る
。

②
南
会
津
森
林
組
合
の
合
併
効
果
を

　

引
き
出
し
な
が
ら
、
森
林
資
源
を

　

活
用
し
た
仕
事
づ
く
り
を
推
進
す

　

る
。

③
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
支
援
と

　

し
て
、
肥
料
等
に
か
か
る
経
費
を

　

支
援
す
る
。

④
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
花
き

　

な
ど
の
重
点
振
興
作
物
の
生
産
性

　

向
上
と
栽
培
農
家
の
拡
大
に
よ
る

　

農
業
振
興
を
推
進
す
る
。

⑤
「
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
事
業
」

　

を
継
続
し
、
町
内
の
森
林
整
備
の

　

促
進
と
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

　

の
向
上
に
結
び
つ
け
る
。

⑥
「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
の
人

　

材
育
成
の
た
め
、
狩
猟
免
許
資
格

　

取
得
支
援
対
策
な
ど
の
充
実
を
図

　

る
。

①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
、

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

②
商
店
街
の
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

　

支
援
し
、
商
店
街
の
活
性
化
と
安

　

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

　

る
。

①
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

　

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
機
会
に
、

　

本
町
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
二
次

　

交
通
で
連
結
さ
せ
、
情
報
発
信
を

　

行
い
な
が
ら
持
続
的
な
観
光
誘
客

　

に
つ
な
げ
る
。

②
伊
南
地
域
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

ス
キ
ー
常
設
公
認
コ
ー
ス
の
早
期

　

完
成
を
図
る
。

③
平
成
28
年
施
行
の
「
山
の
日
」
制

　

定
を
機
に
、
尾
瀬
国
立
公
園
田
代

　

山
な
ど
を
活
用
し
た
独
身
男
女
の

　

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

④
ス
キ
ー
場
の
設
備
修
繕
や
グ
リ
ー

　

ン
シ
ー
ズ
ン
の
活
用
に
つ
な
が
る

　

チ
ッ
プ
ロ
ー
ド
整
備
な
ど
を
行
い
、

　

受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
に
努
め
る
。

⑤
首
都
圏
へ
の
誘
客
キ
ャ
ラ
バ
ン
や

　

安
全
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
商
談

　

会
を
実
施
し
、
農
家
民
泊
事
業
へ

　

の
支
援
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

　

を
図
り
、
教
育
旅
行
の
誘
致
を
推

　

進
す
る
。

第
２
の
柱

誰
も
が
健
や
か
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り

①
県
立
南
会
津
病
院
の
医
療
体
制
の

　

充
実
に
つ
い
て
、
県
と
の
連
携
を

　

図
り
な
が
ら
課
題
解
決
に
努
め
る
。

②
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
各

　

分
野
で
町
民
と
行
政
が
協
働
で
取

　

り
組
む
指
針
と
し
て
策
定
し
た「
南

　

会
津
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

　

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
着
実
に

　

実
行
す
る
。

③
保
健
師
の
専
任
体
制
に
よ
り
、
介

　

護
予
防
事
業
の
充
実
、
予
防
体
操

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
。

④
認
知
症
の
高
齢
者
が
、
徘
徊
や
迷

　

子
に
な
っ
た
時
の
早
期
発
見
を
行

　

う
た
め
、
地
域
や
関
係
機
関
に
よ

　

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
見

　

守
り
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

⑤
町
内
温
泉
施
設
を
活
用
す
る
「
元

　

気
で
ゆ
う
ゆ
う
温
泉
等
利
用
助
成

　

事
業
」
を
新
規
に
実
施
し
、
高
齢

　

者
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
る
。

⑥
障
が
い
児
通
院
通
所
・
福
祉
タ
ク

　

シ
ー
交
通
費
助
成
、
日
常
生
活
用

　

具
給
付
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
、

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支

　

援
事
業
、
地
域
生
活
支
援
事
業
を

　

ベ
ー
ス
と
し
た
障
が
い
者
支
援
を

　

進
め
る
。

①
５
歳
児
の
保
育
料
お
よ
び
幼
稚
園

　

授
業
料
無
料
化
を
継
続
し
、
保
護

　

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

②
町
立
伊
南
保
育
所
の
平
成
27
年
10

　

月
開
所
に
向
け
、
新
築
工
事
を
進

　

め
る
。

③
第
２
子
以
降
の
出
産
に
対
し
支
援

　

す
る
「
子
育
て
ス
マ
イ
ル
支
援
事

　

業
」
や
、
本
町
で
生
ま
れ
た
赤
ち

　

ゃ
ん
に
町
産
材
を
原
料
と
し
た
木

　

製
の
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

　

る
「
森
か
ら
の
贈
り
物
事
業
」
を

　

新
設
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

　

図
る
。

④
舘
岩
地
域
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

を
新
た
に
開
設
し
、
子
育
て
環
境

　

の
充
実
に
努
め
る
。

⑤
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
夫
婦
に
対

　

す
る
不
妊
・
不
育
治
療
費
の
一
部

　

助
成
を
継
続
す
る
。

合
併
10
周
年
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
。

将
来
に
つ
な
が
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
総
力
を
注
ぐ
。

２
雇
用
対
策

５
商
工
業
振
興

６
観
光

８
子
育
て
支
援

７
医
療
・
福
祉

予
算
編
成
詳
細
は
Ｐ
６-

７

１
定
住
対
策

３
産
業
振
興

４
農
林
業
振
興

New Start
これからの南会津町を創造する一年

施 政
方 針

平成 27年度

３月定例議会において、町長が示した平成27年度の施政
方針には、これからのまちづくりの方向性が盛り込まれ
ています。予算とともにご紹介します。

「伊南保育所満了式」

［撮影日］３月25日
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①
健
診
結
果
や
医
療
費
な
ど
の
デ
ー

　

タ
を
活
用
し
、
保
健
指
導
対
象
者

　

の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
た
個
別

　

支
援
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。

②
高
血
圧
症
対
策
と
し
て
、
モ
デ
ル

　

地
区
を
選
定
し
、
食
生
活
習
慣
の

　

改
善
指
導
を
行
う
。

①
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
南
会

　

津
町
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と

　

も
に
、
各
行
政
区
と
連
携
し
た
防

　

災
体
制
の
充
実
を
図
る
。

②
南
会
津
広
域
消
防
施
設
消
防
救
急

　

デ
ジ
タ
ル
無
線
お
よ
び
消
防
指
令

　

シ
ス
テ
ム
の
完
成
に
向
け
、
構
成

　

町
村
と
取
り
組
み
を
進
め
る
。

③
舘
岩
地
域
の
防
災
行
政
無
線
の
無

　

線
設
備
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
。

④
防
火
水
槽
の
整
備
や
消
防
車
両
の

　

更
新
な
ど
を
行
い
、
消
防
施
設
の

　

充
実
を
推
進
す
る
。

⑤
防
犯
強
化
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
負

　

担
軽
減
と
害
虫
対
策
に
寄
与
す
る

　

た
め
、
行
政
区
が
行
う
防
犯
灯
の

　

整
備
を
支
援
す
る
。

①
適
正
な
空
き
家
管
理
の
啓
発
を
強

　

化
し
、
危
険
空
き
家
に
対
す
る
除

　

却
支
援
を
継
続
す
る
。

②
定
住
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
活
性

　

に
つ
な
げ
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン

　

ク
に
よ
る
活
用
に
つ
い
て
取
り
組

　

み
を
進
め
る
。

①
町
と
首
都
圏
を
直
結
す
る
会
津
鉄

　

道
・
野
岩
鉄
道
の
経
営
安
定
化
と

　

施
設
整
備
に
対
し
、
引
き
続
き
支

　

援
を
行
う
。

②
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
の
あ
り
方

　

に
つ
い
て
、
舘
岩
地
域
で
の
実
証

　

実
験
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
さ

　

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め

　

る
。

第
３
の
柱

次
世
代
の
地
域
を
担
う

人
材
の
育
成

①
４
月
か
ら
の
地
方
教
育
行
政
制
度

　

改
革
に
合
わ
せ
、
教
育
委
員
会
内

　

に
県
か
ら
の
指
導
主
事
を
配
置
し
、

　

指
導
体
制
の
充
実
を
図
る
。

②
複
式
学
級
と
な
る
小
学
校
へ
非
常

　

勤
講
師
を
配
置
し
、
学
習
環
境
の

　

充
実
を
図
る
。

③
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

　

生
徒
の
教
育
環
境
を
整
え
支
援
す

　

る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

　

ワ
ー
カ
ー
お
よ
び
特
別
支
援
教
育

　

支
援
員
を
配
置
す
る
。

④
小
学
５
年
生
を
対
象
と
し
た
農
山

　

漁
村
交
流
事
業
を
引
き
続
き
実
施

　

す
る
。

⑤
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し
た
海
外

　

交
流
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

⑥
南
郷
小
学
校
駐
車
場
の
整
備
の
ほ

　

か
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

　

め
の
施
設
整
備
を
進
め
る
。

⑦
町
内
学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業
が

　

終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
学
校
大
規

　

模
改
造
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
。

⑧
県
立
田
島
高
校
・
南
会
津
高
校
の

　

生
徒
の
通
学
支
援
や
、
学
習
環
境

　

の
整
備
、
生
徒
確
保
な
ど
の
支
援

　

を
継
続
す
る
。

①
町
民
ニ
ー
ズ
と
地
域
課
題
に
結
び

　

つ
い
た
公
民
館
講
座
の
開
設
、
生

　

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
。

②
北
日
本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選

　

手
権
大
会
を
開
催
し
、
東
京
オ
リ

　

ン
ピ
ッ
ク
を
視
野
に
入
れ
た
選
手

　

強
化
等
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組

　

む
。

③
若
者
対
策
事
業
と
し
て
、
ヤ
ン
グ

　

ス
ク
ー
ル
事
業
や
「
み
な
み
愛
Ｓ

９
健
康
づ
く
り

公
共
交
通

空
き
家
対
策

教
育
・
学
習

生
涯
学
習
・
文
化
振
興

　

出
逢
い
フ
ェ
ス
タ
事
業
」
を
継
続

　

し
、
結
婚
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

　

支
援
す
る
。

④
御
蔵
入
交
流
館
を
中
心
に
、
合
併

　

10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
松

　

竹
大
歌
舞
伎
」
や
「
宝
く
じ
ま
ち

　

の
音
楽
会
」
な
ど
を
実
施
し
、
町

　

民
自
ら
が
主
役
と
な
れ
る
「
み
ん

　

な
の
檜
舞
台
」
を
開
催
す
る
。

⑤
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
民

　

俗
芸
能
や
伝
統
文
化
を
保
存
伝
承

　

す
る
た
め
、
後
継
者
お
よ
び
指
導

　

者
の
育
成
を
は
じ
め
と
す
る
支
援

　

体
制
の
充
実
を
図
る
。

⑥
前
沢
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　

防
火
対
策
計
画
調
査
や
、
駒
止
湿

　

原
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
な

　

ど
を
実
施
し
、
効
果
的
な
保
護
・

　

保
存
に
努
め
る
。

第
４
の
柱

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

調
和
し
た
生
活
空
間
の
創
造

①
田
島
小
学
校
、
荒
海
小
学
校
、
荒

　

海
中
学
校
お
よ
び
南
郷
小
学
校
へ

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を
計
画

　

す
る
。

②
建
設
中
の
伊
南
保
育
所
と
、
建
設

　

工
事
に
着
手
す
る
役
場
新
庁
舎
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

お
い
て
、
地
中
熱
に
よ
る
空
調
利

　

用
を
進
め
る
。

③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
つ

　

い
て
は
、
木
材
資
源
の
活
用
と
合

　

わ
せ
他
の
施
設
へ
の
拡
大
を
検
討

　

す
る
。

④
民
間
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
の
活
用
で
は
、
事
業
の
円
滑
な

　

推
進
や
、
事
業
化
へ
の
支
援
を
継

　

続
す
る
。

①
田
島
都
市
環
境
セ
ン
タ
ー
・
南
郷

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
に
取

　

り
組
む
。

②
農
業
集
落
排
水
施
設
の
適
正
管
理

　

に
向
け
、
町
内
全
施
設
の
機
能
診

　

断
を
実
施
し
、
最
適
化
整
備
構
想

　

の
策
定
準
備
に
着
手
す
る
。

①
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

　

を
継
続
し
て
実
施
し
、
安
全
で
安

　

心
な
生
活
関
連
道
路
の
構
築
に
努

　

め
る
。

②
中
山
峠
国
道
３
５
２
号
の
早
期
完

　

成
に
向
け
、
引
き
続
き
要
請
活
動

　

を
進
め
る
。

③
国
道
２
８
９
号
田
島
バ
イ
パ
ス
の

　

早
期
開
通
を
目
指
し
、
建
物
移
転

　

補
償
な
ど
を
進
め
る
。

④
宅
地
の
利
用
増
進
と
良
好
な
住
環

　

境
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
田

　

島
都
市
計
画
用
途
地
域
の
一
部
見

　

直
し
を
行
う
。

⑤
会
津
縦
貫
南
道
路
に
つ
い
て
、
下

　

郷
町
か
ら
本
町
に
至
る
区
間
の
整

　

備
区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
、
栃
木

　

西
部
・
会
津
南
道
路
の
整
備
促
進

　

を
図
る
べ
く
、
関
係
団
体
と
連
携

　

し
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

⑥
県
道
黒
磯
田
島
線
に
つ
い
て
、
国

　

道
昇
格
を
視
野
に
入
れ
、
整
備
促

　

進
の
要
望
活
動
を
展
開
す
る
。

①
老
朽
管
の
更
新
や
配
水
池
の
増
設

　

な
ど
、
施
設
の
維
持
管
理
や
老
朽

　

化
へ
適
切
に
対
応
し
、
将
来
に
わ

　

た
り
安
全
で
安
心
な
水
の
安
定
的

　

供
給
に
努
め
る
。

②
上
水
道
事
業
の
統
合
を
見
据
え
、

　

施
設
管
理
手
法
の
統
合
を
目
的
に

　

遠
隔
監
視
装
置
の
整
備
を
進
め
る
。

①
田
島
・
南
郷
地
域
へ
の
除
雪
機
械

　

の
整
備
や
、
除
雪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

事
業
に
よ
る
除
雪
支
援
窓
口
の
一

　

本
化
、
総
合
連
絡
調
整
機
能
を
強

　

化
し
た
高
齢
者
の
除
雪
支
援
を
行

　

う
。

②
冬
期
間
の
町
内
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

　

確
保
の
た
め
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ

　

ー
の
養
成
を
支
援
す
る
。

①
入
居
者
の
住
環
境
向
上
と
地
域
木

　

材
使
用
に
よ
る
地
場
産
業
の
活
性

　

化
を
図
る
た
め
、
寺
前
団
地
に
少

　

人
数
タ
イ
プ
の
住
宅
を
建
設
す
る
。

①
景
観
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
景
観

　

重
要
建
造
物
、
景
観
推
進
地
区
お

　

よ
び
景
観
重
点
地
区
な
ど
の
指
定

　

に
取
り
組
む
。

②
舘
岩
地
域
の
山
林
を
整
備
し
、
山

　

桜
な
ど
を
植
栽
す
る
景
観
づ
く
り

　

を
実
施
す
る
。

第
５
の
柱

町
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
未
来

を
拓
く
行
政
経
営

①
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を

　

い
た
だ
き
、「
第
２
次
南
会
津
町
総

　

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」
と
、

　
「
南
会
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
。

②
町
民
と
の
協
働
を
基
本
に
、
記
念

　

式
典
や
町
民
の
歌
の
作
成
な
ど
の

　

合
併
10
周
年
記
念
事
業
を
実
施
す

　

る
。

①
集
落
担
当
職
員
配
置
制
度
、
集
落

　

支
援
員
制
度
、
地
域
お
こ
し
協
力

　

隊
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
地
域
の

　

元
気
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

①
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
評
価
委
員
会

　

か
ら
の
提
言
や
、
地
域
へ
の
波
及

　

効
果
な
ど
を
総
合
的
に
検
証
し
、

　

平
成
27
年
秋
を
目
途
に
今
後
の
方

　

向
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

①
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、
休
日
納

　

税
相
談
を
引
き
続
き
実
施
す
る
な

　

ど
、
徴
収
・
相
談
体
制
の
強
化
を

　

図
り
、徴
収
率
の
向
上
に
努
め
る
。

①
住
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を

　

支
え
る
防
災
拠
点
と
な
る
役
場
新

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度

　

の
開
庁
に
向
け
、
建
設
工
事
に
着

　

手
す
る
。

生
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備
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対
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10
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11

1213

14

15

1617

19
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20
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22
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金

23
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24
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25
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26
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New Start
これからの南会津町を創造する一年

施 政

方 針

平成 27年度
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用
語
の
説
明

【
歳
入
】

自
主
財
源 

●  

町
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。
町
税
や
使

用
料
及
び
手
数
料
、
諸
収
入
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

依
存
財
源 

●  

地
方
交
付
税
や
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
国

な
ど
を
経
由
す
る
財
源
で
す
。

町
税 

●  

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
で
す
。

繰
入
金 

●  

町
の
基
金
や
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入
金
で
す
。

諸
収
入 

●  

町
税
の
延
滞
金
な
ど
、
他

の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
の

こ
と
で
す
。

地
方
交
付
税 

●  

町
の
財
政
力
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、
財
政
力
の
不
均
衡

を
な
く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
税
と
し
て
集
め
ら
れ
た
税
金
の
う

ち
、
一
定
割
合
の
額
が
地
方
自
治
体

に
再
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金 

●  

各
種
事

業
に
対
す
る
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債 

●  

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
の

借
入
金
な
ど

会計名 予算額 前年度からの増減

一　般　会　計 127 億 5,600 万円 ＋ 3 億 9,000 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 23 億 7,800 万円 ＋ 2 億 9,700 万円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,650 万円 ＋ 180 万円

介 護 保 険 19 億 270 万円 ＋ 1 億 4,390 万円

農林業集落排水事業 1 億 6,500 万円 ＋ 2,200 万円

公 共 下 水 道 事 業 3 億 8,000 万円 － 2,500 万円

簡 易 水 道 事 業 6 億 6,200 万円 － 2,900 万円

水 道 事 業 2 億 7,634 万円 － 2,811 万 3 千円

合　計 187 億 3,654 万円 ＋ 7 億 7,258 万 7 千円

平成 27 年度
南 会 津 町
当 初 予 算

区分 予算額（構成比）
人 件 費 21 億 4,444 万 1 千円 （16.8％）

物 件 費 19 億 7,896 万円 （15.5％）

維 持 補 修 費 4 億 4,274 万 3 千円 （3.5％）

扶 助 費 7 億 5,066 万 5 千円 （5.9％）

補 助 費 等 19 億 4,547 万 2 千円 （15.3％）

普通建設事業費 26 億 5,286 万 5 千円 （20.8％）

災害復旧事業費 564 万 5 千円 （0.0％）

公 債 費 17 億 546 万 2 千円 （13.4％）

積 立 金 3,837 万 3 千円 （0.2％）

貸 付 金 7,500 万円 （0.6％）

繰 出 金 9 億 6,688 万 3 千円 （7.6％）

予 備 費 4,949 万 1 千円 （0.4％）

合 計 127 億 5,600 万円

187 億
3,654 万円

総額

第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計
画
の
重
点
政
策
に
基
づ
き
、

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
。

■平成27年度会計別当初予算額一覧

町税
14億9,190万8千円（11.7%）

地方交付税
65億2,700万円

（51.2%）

県支出金
10億272万8千円

（7.9%）

国庫支出金
8億7,308万7千円

（6.9%）

町債
17億2,580万円

（13.5%）

諸収入
1億5,231万3千円（1.2%）

繰入金
3億2,212万8千円（2.5%）

繰越金
3,000万円（0.2%）

使用料及び手数料
1億733万9千円

分担金及び負担金
4,549万6千円

財産収入など
3,530万1千円

（1.5%）

地方消費税交付金
2億3,400万円

地方譲与税
1億6,310万円

自動車取得税交付金
2,300万円

地方特例交付金など
2,280万円

（3.4%）

歳入

127億
5,600万円

自主財源
17.1％

依存財源
82.9％

総務費
25億7,202万3千円

（20.2%）

民生費
24億5,014万5千円

（19.2%）

衛生費
10億7,568万円

（8.4%）

労働費
1億8,389万7千円（1.4%）

農林水産業費
8億9,251万2千円

（7.0%）

商工費
6億2,127万1千円

（4.9%）

土木費
11億4,991万8千円

（9.0%）

消防費
7億7,872万3千円（6.1%）

教育費
11億4,106万3千円（9.0%）

公債費
17億546万2千円

（13.4%）

その他
5,513万7千円

（0.4%）

歳出

127億
5,600万円

議会費
1億3,016万9千円

（1.0%）

【性質別】
歳出予算を性
質別に分類し
ました

【目的別】
歳出予算を目
的別に分類し
ました

一般会計歳出 一般会計歳入

【
歳
出
】

性
質
別
歳
出

　
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
義
務

的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）、

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
と
い
っ
た
行

政
水
準
の
向
上
に
か
か
る
投
資
的
経
費

（
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
）、

そ
の
他
の
経
費
に
区
分
で
き
ま
す
。

人
件
費 

●  

議
員
報
酬
、
職
員
給
与
な
ど

物
件
費 

●  

賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需

用
費
な
ど
消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費

維
持
補
修
費 

●  

道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
管
理
す
る
た
め
の
経
費

扶
助
費 

●  

社
会
保
障
制
度
に
か
か
る

経
費

補
助
費
等 

●  

団
体
な
ど
に
対
し
て
行

政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う
経
費
等

普
通
建
設
事
業
費 

●  

道
路
や
公
共
施

設
の
整
備
に
必
要
な
経
費

災
害
復
旧
事
業
費 

●  

災
害
で
被
災
し

た
施
設
な
ど
の
復
旧
経
費

公
債
費 

●  

町
の
借
金
な
ど
を
償
還
す

る
た
め
の
経
費

積
立
金 

●  

計
画
的
な
財
政
運
営
や
将

来
負
担
に
備
え
て
基
金
等
に
積
み
立

て
る
経
費

貸
付
金 

●  

町
が
直
接
あ
る
い
は
間
接

的
に
現
金
の
貸
付
を
行
う
経
費

繰
出
金 

●  

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基

金
と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
を

す
る
た
め
の
経
費

平成27年度
主な新規事業

総務費
・固定資産台帳の整備

1,661万円
・第２次南会津町総合振興計画
   後期基本計画の策定

111万円
・合併10周年記念事業の実施

1,001万円
・地域おこし協力隊の受入れ

1,333万円
農林水産費

・米価下落への緊急支援
1,998万円

・県単経営体育成基盤整備事業の調査計画
910万円

商工費
・商店街の街路灯整備

2,250万円
・教育旅行回復への合宿誘致推進

1,000万円
・「山の日」記念の婚活イベント

315万円
・都市交流等首都圏キャラバン

360万円
・道の駅たじま20周年記念イベント

100万円
・裁ちそばブランド化の推進

75万円
・スポーツツーリズム誘客キャラバン

35万円
消防費

・高規格救急自動車更新事業負担金
1,677万円

・防火水槽の整備
1,800万円

・消防車両の更新
3,000万円

公共下水道特別会計
・田島都市環境センター
   長寿命化計画

830万円
農林業集落排水特別会計

・農業集落排水処理施設の機能診断
1,420万円

簡易水道特別会計
・田部長野簡易水道施設の整備

7,505万円

前年度比
7 億 7,258 万 7 千円の増

New Start
これからの南会津町を創造する一年

施 政

方 針

平成27年度
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南会津町議会議員一般選挙が行われます
あなたの一票が町の将来を決める

南会津町議会議員一般選挙が４月26日（日）に行われます。
今回の選挙は、町の将来を決める重要な選挙です。貴重な一票を無駄にしないよう、
ルールを守って、明るくきれいな選挙を推進しましょう。

4
26 日

◆選挙の概要
　［告示日］　４月21日（火）
　［投票日］　４月26日（日）
　［投票時間］　午前７時～午後６時
　　※投票所が閉じる時刻にご注意ください。

◆投票できる人
　◎平成７年４月27日までに生まれた人
　◎平成27年１月20日までに転入届をした人

◆期日前投票
　　投票日当日、仕事や旅行などの都合により、
　投票所で投票できない人は、期日前投票の制度
　があります。

◆病院や施設等での不在者投票について
　　不在者投票ができる施設に指定されている、
　病院・老人ホーム等に入院・入所されている人
　は、その施設において不在者投票ができます。

◆郵便による不在者投票について
　　身体障害者手帳・戦傷病者手帳等を所持し、　
　障がいの程度が一定基準以上の人は、申請によ
　り「郵便投票証明書」の交付を受け、自宅で投
　票できる郵便による不在者投票制度があります。
　手続きについては、早めにすませてください。
　　また、介護保険の「要介護認定５」で在宅の人
　も郵便投票の対象となりますので、該当する人
　は選挙管理委員会まで相談してください。（要介
　護認定５で病院・施設等に入院・入所している
　人は、病院等で不在者投票することになります。）期日前投票所 期間・時間

南会津町福祉ホール

４月 22 日（水）～ 25 日（土）
午前８時 30 分～午後８時

舘岩総合支所

伊南総合支所

南郷総合支所
南会津町選挙管理委員会　0241-62-6100

（総務課内）
問

役 場 か ら の お 知 ら せ

新教育長に星英雄氏を任命
新たな教育委員会制度に伴い

◆星教育長が就任
　星英雄氏（藤生）は、３月に行われた平成27年第
１回議会定例会において議会の同意を得て、４月
１日、町長より南会津町教育委員会教育長に任命
されました。
　教育長の任期は、平成27年４月１日から平成30
年３月31日までの３年間です。

◆五十嵐教育長が退任
　五十嵐竹則教育長が３月31日をもって退任され
ました。
　五十嵐氏は、平成22年６月28日から南会津町教
育委員会教育長に就任し、南会津町の教育行政の
推進に努められました。

地 方
創 生

未来につながる
「夢と希望のある南会津町」の創造へ

事業名 予算額 内容

元気でゆうゆう温泉等利用助成事業 500 万円 70 歳以上の元気高齢者に町内温泉施設利用費用の一
部を助成

地域振興緊急対策事業（プレミアム商品券） 2,408 万円 プレミア付き商品券を発行

南会津魅力発信誘客バスツアー事業 1,520 万円 ふくしま DC と連携した格安旅行商品を販売

高齢者除雪支援事業 1,059 万円 高齢者世帯等に対する除雪経費の一部を支援

森のスマートオフィス開設・人材育成事業 71 万円 空き家を活用したサテライトオフィス開設や人材育
成などの実施

企業立地促進奨励金交付事業 196 万円 立地企業に対する除雪経費や賃貸料などを支援

森のエネルギー創出事業 2,186 万円 間伐材の搬出促進を目的に補助金を交付

定住対策プロジェクト事業 734 万円 移住に関する相談会の開催や、移住相談総合窓口を
設置

総合戦略策定事業 500 万円 南会津町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定

「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金」のその他の事業

創業チャレンジ支援事業
町内で新たに創業する人を支援

　南会津町商工会の創業サポートを得て、町内
で新たに新規創業を目指す人に対して、創業支
援金や空き店舗の家賃支援を行う事業です。
　チャレンジ創業補助金として
最大50万円を支援。また、空き
店舗を活用する場合には、家賃
補助金として賃貸料の1/2（２万
円限度）を１年間支援します。

●予算額　148万円

除雪オペレーターを養成

　町民の安全・安心を守るた
め、冬期間の町内ライフライ
ンを確保し、冬期間の雇用創
出につなげるため、事業所に
おける除雪オペレーター養成
を支援する事業です。
　１人10万円を限度に大型特
殊免許取得費などを支援しま
す。

　新規学卒者やＵＩターンへ
の生活支援として交付金を交
付する事業です。
　定住促進支援として10万円
を商品券と現金で交付。定住
住宅費支援として賃貸住宅の
賃貸料の1/2（２万円限度）を
１年間支援します。

　新社会人としての見識や技
術を身に付けさせる人材育成
を行う事業者に対して経費を
支援する事業です。
　研修会等の参加・開催経費、
資格取得のための経費を１回
10万円を限度に支援します。

●予算額　50万円

子育てスマイル支援事業
多子世帯へ商品券を交付します

　多子世帯の子育てへの負担を軽減し、少子化
に歯止めをかけるため、第２子以降の出産をし
た人に対して商品券を交付する事業
です。
　平成27年４月１日以降に誕生し
た第２子の場合は10万円分の商品
券、第３子以降の場合は10万円分
の商品券を３年間交付します。

●予算額　600万円

新規学卒者、Ｕ・Ｉターン者の生活支援

●予算額　720万円

がんばる企業を応援

●予算額　30万円

町は、１月30日に「南会津町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部」を
立ち上げ、これからのまちづくりの方向性を示す地方版総合戦略「南会津町
まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定します。平成27年度は国からの緊
急経済対策事業である「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金」を活
用し、地方創生につながる各種事業を実施します。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

住民生活課戸籍住民係　0241-62-6120問

住民基本台帳の閲覧状況の公表について
住民基本台帳法の規定による公表

　住民基本台帳法の規定により、住民基本台帳の一部の写しの閲覧の状況について、下記のとおり公
表します。

◆閲覧期間　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

◆国または地方公共団体の機関の請求　（住民基本台帳法第11条第3項）によるもの
国または地方公共
団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧にかかる住民の範囲

福島県 直轄理事 「福島県政世論調査」対象者
の住所等の把握 平成 26 年７月 31 日 田島字後町甲に居住する満 15

歳以上の男女 20 名

福島県 生活環境部
「男女共同参画・女性の活躍

促進等に関する県民意識調
査」対象者の住所等の把握

平成 26 年 12 月 24 日
田島字後原甲、関本字上休場に
居住する満 20 歳以上 60 歳ま
での男女 29 名

◆個人または法人の申出　（住民基本台帳法第11条の2第12項）によるもの
申出人の氏名（法人の
場合はその名称および

代表者等の氏名）
利用目的の概要 閲覧の年月日 閲覧にかかる住民の範囲

一般社団法人
新情報センター
事務局長　平谷伸次

早稲田大学日欧研究機構委託
による「日本の民主主義及び
司法制度に関する世論調査」

平成 27 年１月 28 日
田島字後町甲、田島字西番場甲
に居住する日本国籍をもつ 20
歳以上の男女 20 名

子育て支援センター・保育所で遊ぼう♪
お子さんと遊びに来ませんか

　町では、親子・子ども同士・親同士の交流の場を提供し、子育て家庭を支援しています。
　保育所などが休みの場合や行事などで実施しない場合、日程が変更になる場合もあります。くわし
くはそれぞれお問い合わせください。

▼田島保育園子育て支援センター

［住所］田島字向川原甲 1210-114
　　　　（田島保育園に併設しています）

［活動内容］

［問］0241-62-2677

▼びわのかげ子育て支援センター

［住所］永田字枇杷影 1-1
　　　（びわのかげ保育所に併設しています）

［活動内容］

［問］0241-62-9702

自由遊びなど
月～金曜日

・午前の部　  9:00~12:00
・午後の部　13:00~15:00

育児相談等 随時受付（電話相談可）

▼びわのかげキッズルーム

［住所］永田字枇杷影 2
　　　  びわのかげ運動公園内高齢者センター

［開放日］土日祝日　9:30~16:00
［問］0241-62-2442

　　（公益財団法人南会津町振興公社）

▼つどいの広場

［場所・開催日］

［活動内容］自由遊びなど
［問］0241-62-9702

　　（びわのかげ子育て支援センター）

舘岩会館 月３回・水曜日
　10:00~14:00

伊南会館 月３回・火曜日
　10:00~14:00

南郷総合センター 月３回・木曜日
　10:00~14:00

　すべり台やブランコなどの遊具の利用もできます。親子でお気軽に遊びに来てください。
　すくすく広場は６月から実施します。

［開放時間］9:30~11:00
［開催日］　 ・田部原保育所　第 1、第 3 火曜日

　　　　　・伊南保育所　　第 2、第 4 火曜日
　　　　　・南郷保育所　　第 1、第 3 火曜日

　子育てのパートナーとして、地域全体で
子育てを応援する施設です。子育て中の親
子交流の場、親にとっての学びや情報交換
の場、子育ての悩み解消や相談の場として、
お気軽に利用ください。

［対象］未就園児童とその保護者・家族
［料金］無料

健康福祉課子育て支援係　0241-62-6170問

地域子育て支援センターなど

自由遊びなど 月～金曜日　10:00~16:00
土曜日　10:00~12:00

ぴよぴよクラブ
（親子ふれあい遊び） 月、水曜日　10:00~11:30

育児相談等 随時受付（電話相談可）

すくすくサポート
（サークル支援） 火、木曜日　10:00~16:00

母子健康相談 奇数月の最終月曜日
10:00~11:30

すくすく広場（保育所の開放）

田部原保育所　0241-62-3996
伊南保育所　　0241-76-2034
南郷保育所　　0241-73-2900

問

引越しの際は、住民票の異動も忘れずに！
転出・転入・転居届など

住民票の異動の届出（転出・転入・転居届など）
は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿

への登録などにつながる大切な手続きです。

　また、今年10月以降、「マイナンバー」が住
民票の住所に通知されます。
※マイナンバーとは、住民票を有する全ての方、
　一人一人に付番される「あなただけ」の番号
　で、「社会保障」や「税」、「災害対策」などの
　手続きの際に必要となる重要な番号です。

①行政の効率化
　（手続きが正確で早くなります）
②国民の利便性の向上
　（面倒な手続きが簡単になります）
③公平・公正な社会の実現
　（給付金など不正受給の防止）

マイナンバー導入の３つのメリット
マイナンバー
キャラクター「マイナちゃん」

住民生活課戸籍住民係　0241-62-6120問

　マイナンバーの通知のためには、正確な住所
の登録が必要です。
　入学・就職・転勤などで引越しをし、住所を
異動する人は、住所変更の届出を忘れずに行っ
てください。（正当な理由がなく届出をしない場
合、５万円以下の過料に処されることがありま
す。）
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　年に１度の狂犬病予防注射の季節になりまし
た。狂犬病は、人に感染し発症するとほぼ 100％
の確率で死に至る大変恐ろしい感染症で、人への
感染は、ほとんどが犬に噛まれることが原因です。
　町では、畜犬登録および狂犬病予防注射を次の
とおり実施しますので、必ず受けられるようお願
いいたします。
　なお、都合により受けられない方は、動物病院
などで受けさせてください。

　●  実施日

　　　右の日程一覧により実施いたします。

　●  注射の際に持参するもの

　　①手数料
　　　・狂犬病予防注射　1 頭につき 3,200 円
　　　　【内訳】注射済票交付手数料 550 円
　　　　　　　  予防注射料金 2,650 円
　　　・新規登録の場合、登録申請料 3,000 円
　　②問診票
　　　犬の登録をされている方へ別途案内通知と
　　ともに問診票を送付しますので、必要事項を
　　明記の上、当日ご持参ください。

　●  注射にあたってのお願い

　　・必ず犬を静止させることができる方が、注
　　　射会場まで連れてきてください。（獣医師、
　　　町職員では対応できません。）
　　・犬の体は清潔にし、安静状態で連れてきて
　　　ください。
　　・引き綱は、丈夫な鎖等を使用し、首輪の点
　　　検も行ってください。
　　・会場以外の場所での注射はできません。
　　・犬が妊娠・病気等の状態にあるときは、必
　　　ず注射前に申し出て獣医師の指示を受けて
　　　ください。
　　・フンの始末のできるものを持参してくださ
　　　い。
　　・犬が死亡したり、譲って飼育していない場
　　　合は届出ください。

　●  田島地域の方へ

　　　右（12 ページ）に記載の３日間に注射を受
　　けられない場合は、下記のいずれかの会場で
　　受けてください。

4 月 22 日　　　　舘 岩 地 域
木　賊 木賊生活改善センター前 9：00 ～ 9：10
上ノ原 停留所前 9：15 ～ 9：20
小高林 小高林公民館前 9：25 ～ 9：30
助木生 星信生様宅前 9：35 ～ 9：40
穴　原 停留所前 9：45 ～ 9：50
たのせ 星景子様宅前 9：55 ～ 10：00
塩ノ原 赤松明治様宅前 10：05 ～ 10：15
前　沢 前沢集会所前 10：20 ～ 10：25

福　渡
芳賀芳男様宅前 10：30 ～ 10：40
芳賀博之様宅前 10：40 ～ 10：50

松戸原 舘岩総合支所前 11：00 ～ 11：10
戸　中 戸中集会所前 11：15 ～ 11：25
熨斗戸 盛清隆様宅前 11：35 ～ 11：45
伊与戸 湯田千代男様宅前 11：50 ～ 11：55
押　戸 橘健作様宅前 13：20 ～ 13：25
貝　原 貝原公民館前 13：30 ～ 13：35

湯ノ花
星健一様宅前 13：45 ～ 13：55
湯ノ花温泉交流センター前 14：00 ～ 14：10

水　引 水引公民館前 14：20 ～ 14：25

4 月 23 日　　　　舘 岩 地 域
番　屋 ごみ集積所前 9：05 ～ 9：10

岩　下
岩下交流促進センター前 9：15 ～ 9：20
みどりや商店様前 9：25 ～ 9：35

精　舎 精舎集会所前 9：40 ～ 9：45
井　桁 井桁集会所前 9：50 ～ 10：00

会津高原 ペンション大きな栗の木様前 10：10 ～ 10：25
高杖原 高杖原集会所前 10：30 ～ 10：40
八　総 阿久津政臣様宅前 10：45 ～ 10：50
森　戸 湯田弘一様宅前 10：55 ～ 11：00

5 月 17 日
田　島 役場本庁舎前 9：00 ～ 9：45
荒　海 農村環境改善センター前 10：00 ～ 10：30
桧　沢 桧沢地区公民館前 10：50 ～ 11：20

日

5 月 15 日　　　　田 島 地 域

針　生
青少年旅行村中央管理棟前 9：10 ～ 9：20
針生消防屯所前 9：25 ～ 9：35
平野オチウ様宅前 9：40 ～ 9：45

黒　沢 旧静川郵便局前 9：55 ～ 10：00
大豆渡 大豆渡消防屯所前 10：05 ～ 10：10
金井沢 金井沢多目的集会センター前 10：20 ～ 10：25

福米沢
桧沢地区公民館前 10：30 ～ 10：35
八巻昭夫様宅前 10：40 ～ 10：45

上塩江 上塩江多目的集会センター前 10：50 ～ 10：55
下塩江 下塩江林業研修センター前 11：00 ～ 11：05

高　野
高野生活改善センター前 11：10 ～ 11：20
猪股和美様宅前 11：25 ～ 11：35
佐藤和一様宅前 11：40 ～ 11：45

西　町 西町消防屯所前 13：10 ～ 13：15
新　町 ㈲東部自動車整備工場様前 13：20 ～ 13：30
松　下 町営住宅水防倉庫前 13：35 ～ 13：45
丹　藤 丹藤公民館前 13：50 ～ 13：55
大　町 行司ＮＨＫ中継所前 14：00 ～ 14：10

上中町・後原
中町・上町

田島体育館前 14：15 ～ 14：35
役場本庁舎前 14：40 ～ 14：55

5 月 14 日　　　　田 島 地 域
栗生沢 栗生沢生活改善センター前 9：10 ～ 9：25

小出原
室井運吉様宅前

9：35 ～ 9：55山下三和子様宅前
津田清様宅前

水　無
湯田安市様宅前 10：05 ～ 10：15
水無消防屯所前 10：20 ～ 10：30

田　部 田部生活改善センター前 10：40 ～ 11：05

長　野
星孝一様宅付近 11：15 ～ 11：25
長野林業研修センター前 11：30 ～ 11：45

折橋・宮本 折橋林業研修センター前 13：10 ～ 13：20
横　町

（南下原地内）山本敏廣様宅前 13：25 ～ 13：35

田部原２ 町営住宅集会所前 13：40 ～ 13：55
田部原１ 田部原コミュニティーセンター前 14：00 ～ 14：10

本町・東町
・横町 南会津保健福祉事務所前 14：20 ～ 14：50

4 月 24 日　　　　伊 南 地 域
多々石 山の学習体験交流センター前 9：30 ～ 9：35
青　柳 青柳生活改善センター前 9：45 ～ 9：55
小　塩 小塩集会所前 10：00 ～ 10：10
宮　沢 宮沢集会所前 10：15 ～ 10：20
浜　野 川の学習体験交流センター前 10：25 ～ 10：35
白　沢 旧白沢公民館跡 10：45 ～ 10：55
古　町 上町公民館前 11：10 ～ 11：30
耻　風 スクールバス待合所 12：30 ～ 12：40
大　原 渡部進様宅前 12：50 ～ 12：55
小立岩 平野哲様宅前 13：05 ～ 13：10

大　桃
薬師堂前 13：20 ～ 13：40
民宿渓山様前 13：50 ～ 14：00

5 月 13 日　　　　田 島 地 域

中荒井
中荒井集会センター前 9：00 ～ 9：20
旧中荒井住宅跡地 9：25 ～ 9：35

川　島 川島交流センター前 9：40 ～ 9：50
関　本 農村環境改善センター前 9：55 ～ 10：15
古　今 古今生活改善センター前 10：20 ～ 10：40
糸　沢 糸沢林業研修センター前 10：45 ～ 10：55
羽　塩 羽塩林業研修センター前 11：00 ～ 11：10
萩　野 萩野集会所前　 11：15 ～ 11：20

滝　原
君島正博様宅前 11：25 ～ 11：35
猪俣榮一様宅前 11：40 ～ 11：50

藤　生
上野ふれあいセンター前 13：10 ～ 13：20
藤生集会センター前 13：25 ～ 13：45

永　田
鷲神社前 13：55 ～ 14：10
永田林業研修センター前 14：15 ～ 14：20

今　生 びわのかげ運動公園駐車場
（永田橋下） 14：25 ～ 14：45

木

金

愛犬に愛情一本。忘れずに
狂犬病予防注射のお知らせ

4 月 21 日　　　　南 郷 地 域
木　伏 木伏転作センター前 9：30 ～ 9：40
大　橋 大橋集会所前 9：50 ～ 10：00
山　口 南郷体育館前 10：10 ～ 10：30
台板橋 台板橋集会所前 10：40 ～ 10：50
鴇　巣 鴇巣集会所前 11：00 ～ 11：10
宮　床 宮床集会所前 11：20 ～ 11：30

界 界公民館前 11：40 ～ 11：50
片　貝 片貝集会所前 13：10 ～ 13：20
下　山 下山公民館前 13：30 ～ 13：40
和泉田 和泉田農村環境改善センター前 13：50 ～ 14：10

東 東集会所前 14：30 ～ 14：40

火

水

木

金

水

環境水道課　　　　　0241-62-6140
舘岩総合支所振興課　0241-78-3335
伊南総合支所振興課　0241-76-7717
南郷総合支所振興課　0241-72-2114

問

大宅町長の公務百景

３月

1 田島高校卒業式

2 課長会議

3 南会津町教育委員会表彰式
／課長会議

5 田島あいしんたから会総会

6 ３月定例議会

7「南会津フォトコンテスト」
表彰式

8 東北地方整備局長と会津地
方 17 市町村長との懇談会

11 ３月定例議会／ 3.11 ふくし
ま復興の誓い 2015in 南会津

12 ３月定例議会

13 田島中学校卒業式／３月定
例議会

14 まるごと南会津観光ＰＲ
フェアオープニングセレモ
ニー

15 叙勲受章祝賀会

17 デフリンピック激励金贈呈

18 叙勲伝達式

19 舘岩幼稚園卒園式／総合振
興計画審議会／東北総体南
会津町実行委員会総会

20 サル被害対策会議／ＪＡ会
津田島アスパラ部会通常総
会

22 奥会津・只見線全線復旧応
援事業

23 荒海小学校卒業式／内外情
勢調査会・県知事講演会

24 家族経営協定締結式／南郷
トマト日本農業賞大賞受賞
祝賀会

25 田部原保育所満了式／南会
津会評議員会・理事会

26 尾瀬保護財団理事会

27 野岩鉄道㈱取締役会

30 会津鉄道㈱取締役会

31 派遣等職員辞令交付式／退
職職員辞令交付式／広域市
町村圏組合退職職員辞令交
付式・感謝状贈呈式／教育
長退任式／退職職員感謝状
贈呈式

町長の公務を
報告するコーナーです。

役 場 か ら の お 知 ら せ
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町職員
人事異動

町は、平成27年４月１日付けで、
人事異動を行いました。
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委
員
会
分
室
主
査
（
農
業
委
員
会
主
査
）

皆
川
忠
昭
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
主
査
（
商

工
観
光
課
主
査
）
星
弘
樹
▽
舘
岩
総
合
支
所
振

興
課
主
査
（
環
境
水
道
課
主
査
）
宇
都
宮
英
幸

▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
（
南
郷
総
合
支

所
振
興
課
主
査
）
平
野
哲
也
▽
伊
南
総
合
支
所

町
民
課
保
健
技
査
（
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
副

保
健
技
査
）
橘
千
絵
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課

主
査
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
平
野
正

教
▽
田
部
原
保
育
所
保
育
技
査
（
田
部
原
保
育

所
副
保
育
技
査
）
渡
邉
真
由
美

【
係
員
相
当
職
】

▽
総
務
課
副
主
査
（
総
務
課
主
事
）
玉
川
茜
▽

健
康
福
祉
課
副
保
健
技
査
（
伊
南
総
合
支
所
町

民
課
保
健
師
）
星
真
由
美
▽
健
康
福
祉
課
副
保

健
技
査
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）
小
寺
理
奈
▽

環
境
水
道
課
副
主
査
（
環
境
水
道
課
主
事
）
星

成
美
▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
副
主
査
（
舘
岩

総
合
支
所
振
興
課
主
事
）
渡
部
高
志
▽
び
わ
の

か
げ
保
育
所
副
保
育
技
査
（
田
部
原
保
育
所
副

保
育
技
査
）
渡
部
優
希
子
▽
田
部
原
保
育
所
副

保
育
技
査
（
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
士
）
佐

藤
若
奈
▽
伊
南
保
育
所
副
保
育
技
査
（
伊
南
保

育
所
保
育
士
）
馬
場
千
晴
▽
住
民
生
活
課
主
事

（
総
合
歴
史
民
俗
文
化
財
保
存
施
設
主
事
兼
学

芸
員
）
渡
部
竹
美
▽
農
林
課
主
事
（
会
計
室
主

事
）
赤
松
了
太
▽
商
工
観
光
課
主
事
（
健
康
福

祉
課
主
事
）津
吹
雅
之
▽
商
工
観
光
課
主
事（
農

林
課
主
事
）
遠
藤
昇
太
▽
建
設
課
主
事
（
環
境

水
道
課
主
事
）
大
竹
喜
成
▽
会
計
室
主
事
（
税

務
課
主
事
）
山
口
真
央
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民

課
主
事
（
生
涯
学
習
課
主
事
）
根
本
真
衣
▽
南

郷
総
合
支
所
振
興
課
主
事
（
建
設
課
主
事
）
星

太
樹
▽
南
郷
保
育
所
保
育
士
（
び
わ
の
か
げ
保

育
所
保
育
士
）
小
瀧
香
理

【
派
遣
】

▽
総
務
課
係
長
《
公
益
財
団
法
人
南
会
津
町
振

興
公
社
派
遣
》（
派
遣
継
続
）
星
克
之
▽
総
務

課
係
長
《
公
益
財
団
法
人
南
会
津
町
振
興
公
社

派
遣
》（
派
遣
継
続
）
林
明
宏
▽
総
務
課
副
保

健
技
査
《
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
町
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
》（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）
星
佳

奈
子

◇
退
職

▽
星
善
光
（
舘
岩
総
合
支
所
長
）
▽
馬
場
美
光

（
南
郷
総
合
支
所
長
）
▽
大
竹
洋
一
（
農
林
課

長
）
▽
鈴
木
忠
男
（
建
設
課
長
）
▽
舟
木
由
紀

子
（
健
康
福
祉
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
湯
田
順
一
（
生
涯
学
習
課
長
兼
文
化
ホ
ー
ル

館
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
図
書
館
長
兼
田
島
体

育
館
長
）
▽
河
原
田
光
靖
（
舘
岩
総
合
支
所
町

民
課
長
兼
舘
岩
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
馬
場

信
義
（
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
長
兼
伊
南
保
健

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
所
長
）
▽
長
沼
宏
（
住
民

生
活
課
主
幹
兼
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
国
保
年

金
係
長
）
▽
星
義
春
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課

主
幹
兼
振
興
課
長
補
佐
兼
農
林
建
設
係
長
）
▽

湯
田
文
枝
（
南
郷
保
育
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育

士
）
▽
室
井
康
子
（
会
計
室
主
任
主
査
兼
会
計

係
長
）
▽
湯
田
み
わ
子
（
荒
海
小
学
校
主
任
調

理
員
）
▽
馬
場
利
江
（
南
会
津
中
学
校
主
任
用

務
員
）

◇
新
規
採
用

　

４
月
１
日
付
け
で
南
会
津
町
役
場
に
採
用
さ

れ
た
、
決
意
に
燃
え
る
新
規
採
用
職
員
７
人
を

紹
介
し
ま
す
。

▽
菅
家
裕
貴
・
生
涯
学
習
課
主
事

▽
加
藤
勝
裕
・
健
康
福
祉
課
主
事

▽
大
山
直
人
・
税
務
課
主
事

▽
渡
部
一
基
・
環
境
水
道
課
主
事

▽
湯
田
雅
也
・
農
林
課
主
事

▽
小
椋
美
香
・
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
士

▽
星
純
子
・
び
わ
の
か
げ
保
育
所
保
育
士

住み良い南会津町にす
るために一生懸命頑張
らせていただきます。
よろしくお願いします。

南会津町のために精一
杯頑張っていきます。
よろしくお願いします。

一年目ということで頼
りない職員ですが、元
気をとりえに頑張りま
す。よろしくお願いし
ます。

南会津町の町民の方々
が、 安 心 で き る、 誇 り
を持てるまちづくりを
目指し、日々頑張って
いきたいです。

南会津町と共に私自ら
も成長していきたいと
思います。職員として
の自覚を持ち、日々頑
張っていきます。

南会津町の未来を担う
子どもたちが、のびの
びと成長できるお手伝
いを精一杯させていた
だきたいと思います。

南会津町の子どもたち
がのびのびと健やかに
成長できるよう、精一
杯保育をしていきたい
と思います。
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　平成26年度南会津町文化振興奨励事業による奨
励団体に南郷写真倶楽部（酒井一夫会長）が選ばれ、
３月20日、町長室において表彰式が行われました。
　同会は、平成11年の設立以来、首都圏で南会津
をテーマとした写真展を継続して実施しているな
ど、本町の芸術文化の振興だけでなく、観光面で
も大きな貢献をしていることが認められ、今回の
表彰となりました。

南郷写真倶楽部が受賞
南会津町文化振興奨励事業

締結式は、３月24日に南郷総合支所で行われました。

　「家族経営協定」とは、農業を営む家族が互いの
意見を尊重し、安定的で効率的な農業経営を確立
し、健康で明るい家庭生活を築くことを目的とす
る協定です。
　今回は、町内で農業を営む、岩﨑大さん（針生）、
齋藤匡敏さん（松戸原）、平野智さん（古町）、土橋
弘明さん（木伏）、鶴見竜也さん（下山）、中島功泰
さん（下山）の６家族が協定を締結しました。

互いを尊重し、効率的な農業経営
家族経営協定締結式

　群馬県で開催された、第70回国民体育大会スノ
ーボードハーフパイプ競技成年男子Ｂに出場した
中島功泰さん（下山）が３位に入賞しました。
　中島さんは、茨城県出身。会津高原南郷スキー
場での練習をきっかけに、Ｉターンとして本町に
移住しました。
　南郷スキー場でパークプロデューサーを務める
傍ら、子どもたちへのボードレッスンや、夏には
南郷トマトの栽培など多方面で活躍しています。

中島功泰さん、国体３位入賞
スノーボードハーフパイプ成年男子Ｂ

中島さんは上記記事の家族経営協定も締結し、
南郷トマト栽培に就農しています。

新宿御苑インフォメーションセンターなど首都圏
での写真展を継続して実施しています。

町
の
観
光
大
使
ん
だ
べ
ぇ
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
。

フ
ル
回
転
で
頑
張
る
ん
だ
べ
ぇ
を
応
援
お
願
い
し
ま
す
。

　町内７つの町立小学校の卒業式は、３月23日に
行われ、150人の児童が６年間通い慣れた学びや
を後にしました。
　田島第二小学校では、佐藤淳一校長先生が21人
の卒業生に卒業証書を授与し、「何事に対してもチ
ャレンジする心と勇気を持って前に進み、素晴ら
しい未来をつくってください」とエールを送りま
した。

学びやを後に、新たなステージへ
町内小中学校で卒業式

　５つの町立中学校の卒業式は、３月13日に行われ、150人の生徒に卒業証書が手渡されました。
　荒海中学校では、18人の卒業生に卒業証書が授与され、古川一博校長先生から「目標に向かって、101
パーセントの努力をしてください。その１パーセントは自分ではなく、周りの人、そして福島の未来のた
めに使ってください」と激励のことばが送られました。

　４つの町立保育所の満了式は、３月25日にそれ
ぞれ行われました。また、町立舘岩幼稚園の卒園
式は３月19日に行われました。
　このうち、南郷保育所では20人の子どもたちに
保育証書が授与され、証書を受け取った子どもた
ちは、「おいしいご飯を作ってくれてありがとう」
などと両親へ感謝のことばを口にしました。
　舘岩幼稚園でも７人の子どもたちに修了証書が
手渡され、宇内伸一園長先生から「勉強に、運動に、
一生懸命頑張ってください。友だちをいっぱい作
ってください」と励ましのことばが送られました。
　保育所や幼稚園に入ったばかりの頃は、小さく
てちょっとのことでも泣いていた子どもたち。
　でもこの日の子どもたちは、「保育士の先生にな
りたい」「警察官になりたい」などと将来の夢を立
派に発表。元気に育った子どもたちの姿に、保護
者の皆さんも目に涙を浮かべていました。
　４月からそれぞれの小学校に通う子どもたち。
その胸には未来への夢と希望がいっぱい詰まって
います。

春から元気な１年生
町立保育所満了式・幼稚園卒園式

お母さんへの感謝の気持ちをことばで伝える子どもたち
（南郷保育所）

立派に成長した子どもたち。
しっかりと修了証書を受け取ります。（舘岩幼稚園）

　んだべぇだべぇ。３月20日は南会津町が合併し
た日。その日はオイラの誕生日なんだべぇ。
　今年もお祝いの誕生ケーキをもらったべぇ。
　今年は南会津町が誕生して10年目だべぇ。町で
もいろいろと記念イベントをやるみたいだけど、
オイラもどんどん参加したいべぇ。
　イベントで見かけたら、一緒に
遊んでくんつぇ。

んだべぇ

んだべぇ。誕生日を祝う
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平
成
27
年

南
会
津
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

消
防
団
の
団
結
と
規
律
を
維
持
し
、
団
員

の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
の
任
務
を
全

う
す
る
た
め
、
春
季
検
閲
式
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
消
防
団
員
の
勇
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
午
前
８
時
30
分
～

　

国
道
１
２
１
号
（
南
会
津
町
田
島
字
中
町

　

地
内
）・
御
蔵
入
交
流
館

　
（
雨
天
の
場
合
、
田
島
体
育
館
が
会
場
と

　

な
り
ま
す
。）

※
当
日
の
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
30

　

分
の
間
、
国
道
１
２
１
号
に
て
、
一
部
交

　

通
規
制
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

　

住
民
生
活
課 

消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課 

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課 

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課 

総
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
は
忘
れ
ず
に

　

銃
砲
刀
剣
類
は
、
原
則
と
し
て
所
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
審
査
の
結
果
、
文

化
財
あ
る
い
は
美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る

火
縄
銃
な
ど
の
銃
砲
や
日
本
刀
・
や
り
・
な

ぎ
な
た
等
の
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
台

帳
に
登
録
し
、
所
有
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
と
き

(1)
発
見
届
出

　

最
寄
り
の
警
察
署
に
、
発
見
届
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

(2)
登
録
手
続
き

　

発
見
届
が
す
む
と
、
福
島
県
教
育
委
員
会

　

か
ら
発
見
届
出
者
に
登
録
審
査
会
の
案
内

　

が
あ
り
ま
す
。

(3)
登
録
審
査
会

　

登
録
審
査
会
の
案
内
が
届
い
た
ら
、
速
や

　

か
に
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

審
査
会
に
は
次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

①
発
見
届
を
し
た
銃
砲
刀
剣
類

　

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
（
警
察
署

　

か
ら
交
付
さ
れ
た
も
の
）

　

③
登
録
申
請
書
（
県
教
育
委
員
会
か
ら
送

　

付
さ
れ
た
も
の
）

　

④
印
鑑

　

⑤
登
録
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
３

　

０
０
円
）

　

⑥
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

　

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

⑦
委
任
状
（
代
理
人
に
依
頼
す
る
場
合
）

◆
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
や
登
録
証
を
紛

失
し
た
場
合
な
ど

(1)
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

　

相
続
等
に
よ
り
新
た
に
取
得
し
た
場
合
は
、

　

20
日
以
内
に
登
録
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県

　

教
育
委
員
会
に
所
有
者
の
変
更
を
届
け
出

　

て
く
だ
さ
い
。

(2)
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合

　

遺
失
物
届
を
所
轄
の
警
察
署
に
提
出
し
て

　

か
ら
、
登
録
証
を
発
行
し
た
都
道
府
県
教

　

育
委
員
会
に
登
録
証
再
交
付
申
請
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
審
査
会
の
案
内

　

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
登
録
審
査

　

会
で
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
再
交

　

付
手
数
料
は
１
件
に
つ
き
３
５
０
０
円
）

　

県
外
で
登
録
し
た
銃
砲
刀
剣
類
で
も
県
内

　

で
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

　

お
、
紛
失
し
た
状
況
に
よ
り
、
警
察
署
で

　

遺
失
物
届
の
提
出
を
求
め
な
い
こ
と
も
あ

　

り
ま
す
。

(3)
貸
付
・
保
管
を
委
託
す
る
場
合

　

貸
付
ま
た
は
保
管
委
託
届
出
書
を
、
登
録

　

証
を
発
行
し
た
都
道
府
県
委
員
会
に
20
日

　

以
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
貸
付
な
ど

　

が
終
了
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
貸
付
ま

　

た
は
保
管
委
託
終
了
届
出
書
を
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
平
成
27
年
度
登
録
審
査
会
日
程
】

▼
第
１
回

　

５
月
21
日
（
木
）
※
刀
剣
類
の
み

　

い
わ
き
合
同
庁
舎 

南
分
庁
舎

▼
第
２
回

　

７
月
15
日
（
水
）

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

▼
第
３
回

　

９
月
18
日
（
金
）
※
刀
剣
類
の
み

　

会
津
若
松
市
合
同
庁
舎

▼
第
４
回

　

12
月
３
日
（
木
）
※
刀
剣
類
の
み

　

福
島
県
庁

▼
第
５
回

　

平
成
28
年
２
月
18
日
（
木
）

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

◆
注
意
事
項

　

登
録
な
ど
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
不
法
所

　

持
に
な
り
、
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

　

福
島
県
教
育
委
員
会 
文
化
財
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
７
８
７

お
知
ら
せ

くらしの情報

このコーナーの見方
日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号

Town  Information

HP ホームページ
Ｅ E-mail

届 

出

問℡ 日

場問℡

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

職
員
採
用
候
補
者
試
験

　

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
で
は
、
只
見
町

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
開
所
に
伴

い
、
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
・
採
用
予
定
人
員

①
生
活
相
談
員　

１
名

②
看
護
職
員　
　

２
名

③
介
護
職
員　
　

８
名

採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
27
年
12
月
１
日
（
採
用
前
に
研
修
期

　

間
を
設
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

職
務
内
容

①
生
活
相
談
員
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

　

ど
で
、
利
用
者
の
生
活
全
般
の
相
談
な
ど

　

の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

②
看
護
職
員
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

　

で
、
利
用
者
お
よ
び
職
員
な
ど
に
対
す
る

　

診
療
の
補
助
、
看
護
、
健
康
管
理
、
保
健

　

衛
生
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

③
介
護
職
員
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

　

で
、
利
用
者
の
食
事
・
入
浴
・
排
せ
つ
介

　

護
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
介
護
老
人

　

保
健
施
設
で
の
勤
務
は
交
替
制
勤
務
と
な

　

り
、
夜
勤
が
あ
り
ま
す
。

試 

験

Town  Information

問℡

内

場 日場 日場 日場 日場

問℡ 問℡問℡ 日

受
験
資
格

　

年
齢
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
各

項
目
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者
ま
た
は
、

　

平
成
27
年
10
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

　

の
者

②
平
成
27
年
12
月
１
日
現
在
60
歳
未
満
の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

 

・
生
活
相
談
員
＝
社
会
福
祉
士
お
よ
び
社
会

　

福
祉
主
事
の
資
格
取
得
者

 

・
看
護
職
員
＝
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に

　

定
め
る
看
護
師
免
許
ま
た
は
准
看
護
師
免

　

許
の
取
得
者

 

・
介
護
職
員
＝
特
に
資
格
要
件
な
し

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で

　

き
ま
せ
ん
。

 

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

 

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

試
験
日
・
場
所
・
内
容

▽
第
１
次
試
験

　

６
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～

　

あ
た
ご
館
（
旧
田
島
町
中
央
公
民
館
）

　

高
卒
程
度
の
一
般
教
養
試
験

▽
第
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　

７
月
26
日
（
日
）

　

あ
た
ご
館

　

作
文
試
験
・
面
接
試
験

試
験
結
果
の
発
表

　

第
１
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
７
月

上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

最
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
写

　

真
を
貼
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

　

本
部
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
南
会
津
会
の
本
部
事
務
局

　

ま
た
は
各
施
設
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送

　

に
よ
る
請
求
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

申
込
受
付
期
間

　

４
月
13
日
（
月
）
か
ら
６
月
12
日
（
金
）

ま
で
の
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。
郵
送
に

よ
る
申
込
用
紙
提
出
は
、
６
月
10
日
（
水
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会 

本
部
事
務
局

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
田
島
ホ
ー
ム
内
）

　

０
２
４
１
（
６
３
）
１
１
１
８

会
津
高
原
チ
ロ
リ
ア
ン
フ
ェ
ス
タ

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

　

初
心
者
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

で
す
。
楽
し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

４
月
19
日
（
日
）・
５
月
24
日
（
日
）　

　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

舘
岩
会
館
（
南
会
津
町
松
戸
原
55
）

　

無
料

持
ち
物
＝
上
履
き
（
運
動
靴
）、
タ
オ
ル
、　

　
　
　
　

飲
み
物

講
師
＝
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
あ
い

　
　

佐
瀬
夛
江
子
先
生
・
藤
木
美
恵
子
先
生

　

南
会
津
町
観
光
物
産
協
会 

舘
岩
観
光
セ

　

ン
タ
ー
（
火
曜
日
休
館
）

　

０
２
４
１
（
６
４
）
５
６
１
１

会
津
高
原
チ
ロ
リ
ア
ン
フ
ェ
ス
タ

　

美
し
い
山
々
を
背
景
に
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
に
デ
ィ
ア
ン
ド
ル
衣
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
ア

ル
プ
ス
音
楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
美
味

し
い
チ
ロ
リ
ア
ン
グ
リ
ル
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛

り
だ
く
さ
ん
の
チ
ロ
リ
ア
ン
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

６
月
19
日
（
金
）
～
21
日
（
日
）

　

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
エ
リ
ア
・
チ
ロ
リ
ア

　

ン
ビ
レ
ッ
ジ

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
ア
ル
プ
ス
音
楽
団
コ

　

ン
サ
ー
ト
・
デ
ィ
ア
ン
ド
ル
衣
装
コ
ン
テ

　

ス
ト
・
デ
ィ
ア
ン
ド
ル
衣
装
行
列
な
ど

　

南
会
津
町
観
光
物
産
協
会 

舘
岩
観
光
セ

　

ン
タ
ー
（
火
曜
日
休
館
）

　

０
２
４
１
（
６
４
）
５
６
１
１

日場日場内申

催 

し

問℡

日場料

日場問℡ 内
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健康通信 Health Infomation

南会津町保健センター
　　 0241-62-6180
舘岩総合支所町民課 健康福祉係
　　 0241-78-3325
伊南総合支所町民課 健康福祉係
　　 0241-76-7713
南郷総合支所町民課 健康福祉係
　　 0241-72-2225

総合健診等については
下記までお問い合わせください。

町
の
医
療
費
の
現
状

　

南
会
津
町
の
平
成
25
年
度
の
総
医
療
費

は
、
14
億
１
２
６
０
万
７
７
８
０
円
。
こ

の
う
ち
１
件
30
万
円
以
上
の
高
額
レ
セ
プ

ト
（
医
療
報
酬
明
細
書
）
の
医
療
費
総
額

は
、
全
体
の
約
48
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

６
億
７
７
５
２
万
７
２
９
０
円
で
す
。

　

こ
の
高
額
レ
セ
プ
ト
を
受
け
て
い
る
人
で

す
が
、
実
は
60
歳
以
上
の
年
代
で
70
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。（
表
１
）

総
合
健
診

健
診
結
果
を
そ
の
後
に
活
か
す

平
成
27
年
度
の
総
合
健
診
（
特
定
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
）
が
始
ま
り
ま
す
。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
健
診
が
必
要
で
す
。
健
診
は
「
受
診
す
る
こ
と
」
が

目
的
で
は
な
く
、「
健
診
結
果
を
そ
の
後
の
生
活
に
活
か
す
こ
と
」
が
重
要
で
す
。

早
期
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
、
町
の
健
診
の
機
会
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

健診Ｑ＆Ａ

Ｑ健診に行く時間も、お金もな

いなぁ ･･･

Ａ自覚症状が出てから対処する

と、治療に時間もお金もかか

ります。生活習慣病が発症すると、

治りにくく重症化しやすくなりま

す。あなたとあなたの家族のため

にも必ず受診してください。

Ｑ去年は健診を受けたから、今
年は１回休みでいいよね？

Ａ体の異常を早期発見するに
は、毎年の健診の数値が目安

になります。一年一年、検査の数
値の変化を見ることで健康状態を
知り、生活習慣を見直すきっかけ
にしましょう。

Ｑわかったよ。じゃあ総合健診

はどこで受けられるの？

Ａ３月下旬に全戸配布された

「平成27年度南会津町健康増

進事業日程表」に会場が記載され

ています。健診はどの会場でも受

診できますので、都合の良いとき

に受診してください。

Ｑ健診の結果はいつ頃わかる
の？

Ａ健診を受けてから、約１か月
後にお届けする予定です。健

診結果にはさまざまな内容が含ま
れています。自分の体がどんな状
態なのかわからない場合は、気軽
に町の保健師にお問い合わせくだ
さい。

年齢別医療費割合
29歳以下（3%） 30～39歳（4%）

40～49歳（5%）

50～59歳（17%）

60～69歳（39%）

70歳以上（31%）

　

平
成
25
年
度
の
総
医
療
費
の
う
ち
、
生
活

習
慣
病
が
占
め
る
割
合
は
約
62
パ
ー
セ
ン

ト
。
そ
の
傷
病
別
の
内
訳
は
「
筋
・
骨
格
系

疾
患
（
整
形
疾
患
）」、「
が
ん
」、「
精
神
疾
患
」

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

こ
の
う
ち
、予
防
が
難
し
い
傷
病
を
除
き
、

「
高
血
圧
症
」
や
「
糖
尿
病
」
な
ど
の
予
防

で
き
る
生
活
習
慣
病
の
み
で
医
療
費
の
割
合

を
見
る
と
、「
高
血
圧
症
」
や
「
慢
性
腎
不

全
」、「
糖
尿
病
」
と
い
っ
た
傷
病
が
上
位
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
表
３
）

　

こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
て
し

ま
う
と
、
通
院
・
治
療
な
ど
に
高
額
の
医
療

費
が
か
か
り
、
生
活
費
の
圧
迫
に
も
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。（
表
４
）

　

高
額
レ
セ
プ
ト
を
受
け
て
い
る
人
が
60
歳

以
上
で
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
現
状

は
、
働
い
て
い
る
と
き
は
仕
事
が
忙
し
く
、

病
気
の
治
療
を
で
き
ず
に
過
ご
し
、「
退
職

し
て
治
療
に
専
念
し
よ
う
」
と
思
っ
た
と
き

に
は
も
う
生
活
習
慣
病
の
進
行
が
進
み
、
治

療
が
困
難
に
な
り
、
高
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

健
診
で
早
期
発
見
・
早
期
予
防
を

　

生
活
習
慣
病
と
は
偏
っ
た
食
事
や
運
動
不

足
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
が
大
き
な
要
因

で
起
こ
る
病
気
。
自
分
の
体
の
変
化
に
気
付

き
、
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
の
予
防
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
高
額
医
療
の
世
話
に
な
ら
な

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た

め
に
も
、町
の
総
合
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
総
合
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
病
気

の
早
期
発
見
や
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
対
象
者
や
が
ん
検
診
の
受
診

申
込
者
に
は
、
各
地
区
の
保
健
協
力
員
を
通

し
て
事
前
に
総
合
健
診
受
診
録
（
問
診
表
）

や
詳
し
い
案
内
な
ど
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
自
身
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
あ

な
た
を
大
切
に
思
う
家
族
の
た
め
に
も
、
年

１
回
の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

表１

生活習慣病医療費割合表２

筋・骨格系疾患
（20.4%）

がん（19.7%）

精神疾患（15%）
高血圧症（13%）

慢性腎不全（透有）
（7.9%）

糖尿病（7.7%）

脂質異常症（6.2%）

狭心症（6%）

その他（4%）

予防できる生活習慣病
医療費割合

表３

高血圧症

慢性腎不全
（透有）糖尿病

脂質異常症

狭心症

その他

再診料 72点

1点＝10円

⇒

720円
外来管理加算 52点 520円
特定疾患療養管理料 225点 2,250円
血液検査（生化学10項目） 117点 1,170円
血液検査  判断料 144点 1,440円

数か月に１回
心電図 130点 1,300円
胸部Ｘ-Ｐ 153点 1,530円

処方箋 68点 680円
特定疾患処方管理加算 65点 650円
調剤料 81点 810円
薬剤費（４種類を28日分） 5,328.4円

月１回の通院で約5,000円の出費！
合計 16,398.4円

自己負担 4,919.5円

生活習慣病自己負担の一例表４

もし高血圧、高脂血症を
発症した場合の自己負担
を試算してみました。
～試算条件～
 ・開業医（診療所やクリ
　ニック）を受診
 ・自己負担は３割
 ・薬は院外処方
 ・通院頻度は月１回
 ・成人の患者さん
 ・ジェネリック医薬品に
　変更していない

Ｑ元気なのに、何で健診を受け

なきゃいけないの？

Ａ生活習慣病は自覚症状がな

く、自覚症状が出た頃には病

気が進行しているためです。年に

一度は受診して、自分の体調の現

状把握に役立てましょう。

Ｑ健診（検診）費用はいくらか

かるの？

Ａ40 ～ 74歳の国保加入者につ

いては、1,000円で特定健診

を受診できます。その他の健診・

がん検診の費用については、全戸

配布された「平成27年度南会津町

健康増進事業日程表」をご覧くだ

さい。

ギモンを解決！

全国健康保険協会（協会けんぽ）、
健康組合等に加入している人へ

▼被扶養者で受診券があれば、集
　団健診会場で受診できます。
▼受診の際は、「保険証」と「受
　診券」を必ず持参してください。
▼受診券の発行、受診方法などに
　ついては、加入している各保険
　者へ問い合わせください。
　 全国健康保険協会（協会けんぽ）
　 024-523-3919（保健グループ）
問

℡

39歳以下の人へ県民健康調査に基づく健診を実施します

　福島県では東日本大震災以降、県民の皆さんの健康を見守
る一環として、これまで健診を受診する機会のなかった県民
に対し、健康診査を実施します。
▼対象者＝平成27年４月１日時点で本町に住民登録をして
　おり、※に定める健診を受ける機会のない、昭和51年４月
　１日から平成９年４月１日までに生まれた人が対象です。
　（※①労働安全衛生法に基づく（定期健康診断等）、②学校保健安全法に基
　　づく児童生徒等の健康診断、③県民健康管理調査として県が行う健診）

▼会場＝平成27年度総合健診会場
▼申込み＝事前に連絡か、健診当日に会場で申込みください。

℡

℡

℡

℡

8億7,007万9,150円
生活習慣病医療費
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《おはなし会》
■日時＝４月 18 日（土）　午前 11 時～
■場所＝図書館内読み聞かせコーナー
■対象＝幼児～小学校低学年
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

【一般図書】
　できることをしよう。　　　　　　糸井　重里／著
　あなたの物語　　　　　　　　　　水野　敬也／著
　死んでたまるか　　　　　　　　　　伊東　潤／著
　千日のマリア　　　　　　　　　小池　真理子／著
　ナナフシ　　　　　　　　　　　　幸田　真音／著
　レオナルドの扉　　　　　　　　　真保　裕一／著
　宰相Ａ　　　　　　　　　　　　　田中　慎弥／著
　悲録伝　　　　　　　　　　　　　西尾　維新／著
　STORY　OF　UJI　　　  　　　　　林　真理子／著
　異邦人　　　　　　　　　　　　　原田　マハ／著
【児童図書】
　もしも学校に行けたら　　　　　　後藤　健二／著
　野馬追の少年、震災をこえて　　　井上こみち／著
　羽生結弦物語　　　　　　　　　青嶋　ひろの／文
　幕が上がる　　　　　　　　　平田　オリザ／原作
　魔使いの復讐　　　　ジョゼフ・ディレイニー／著
　たんぽぽねこ　　　　　　　せな　けいこ／作・絵
　おはなじまんのえれちゃん　　　手塚治虫／絵・文
　あずきとぎ　　　　　　　　　　　京極　夏彦／作
　そつぎょう　　　　　　　　　　　　松本　猛／作
　ももんがもんじろう　　　　　　　村上　康成／作

新着本案内 イベント案内

図書館へ行こう
南会津町図書館　0241-62-5522問

　平成 27 年２月 21 日から３月 20 日の間に、
右記の皆さんからふるさと納税（応援寄付金）を
いただきました。

【いただいたメッセージ】※順不同で抜粋。
　▼今年も南郷スキー場・会津駒に滑りにいき
　　ました。
　▼たかつえスキー場に 12 － 3 年遊びに行っ
　　ています。雪が良く、またペンションでの
　　滞在も楽しみの一つです。
　▼人情が厚いところが好きです。
　▼頑張って応援します。
　▼無理せず長ーく続けたいと思います。

住　所 氏　名
東京都足立区 星　 照彦 様

福島県郡山市 本栁 枝美 様

千葉県松戸市 南会津サポートクラブ 様

東京都葛飾区 阪本 幾代 様

東京都台東区 今関 友子 様

匿名希望 ４件
計 ９件

ふるさと納税（応援寄付金）ありがとうございます

南会津町　ふるさと納税 検 索

総合政策課 地域振興係  0241-62-6240問

詳しくは町のホームページをご覧ください。

休 館 日

04 月…13 日（月）、20 日（月）、27 日（月）、30 日（木）
05 月…７日（木）～ 21 日（木）※特別整理期間
　　　  25 日（月）
※特別整理期間は、年に一度、館内の資料を一斉点検し、
　資料がきちんとあるか、また損傷などがないかを点検
　する期間です。この期間中は返却ポストに返却してく
　ださい。（ＡＶ資料は、５月 22 日（金）以降、カウンター
　に返却してください。）

　図書館では、読み聞かせなどのボランティアを募集
しています。希望される方は、図書館までお問い合わ
せください。

図書館ボランティア募集！

むし歯
ゼロ 今月は11人のお友だち

愛澤 百
も も か

花ちゃん
（田島）

馬場 心
み は な

花ちゃん
（田島）

馬場 雄
ゆうだい

大くん
（南郷）

星　 優
ゆ う ほ

帆くん
（田島）

　４月 23 日（世界本の日・子ども読書の日）～５月
12 日はこどもの読書週間です。この期間中、図書館
では下記の事業を実施します。
たくさん読もう・チャレンジ（中学生以下対象）
■期間＝４月 23 日（木）～５月６日（水・祝）
■内容＝期間中、10 冊以上の読書に挑戦しよう。
　　　　見事ゴールできた人はカウンターまでお知ら
　　　　せください。
お名前シール貼り替えキャンペーン
■期間＝４月 23 日（木）～５月６日（水・祝）
■内容＝利用者カードのお名前シールをかわいいキャ
　　　　ラクター柄に貼り替えます。希望者はカウン
　　　　ターで申し込んでください。

こどもの読書週間の案内

菅家 煌
こ う た

大くん
（伊南）

大橋 梨
り お

央ちゃん
（田島）

大野 智
ち ひ ろ

寛くん
（田島）

白川 翔
さ ら

星ちゃん
（田島）

髙荒 尚
しょうご

吾くん
（田島）

渡部 慈
じ あ ん

杏ちゃん
（南郷）

山下 奈
な み

珠ちゃん
（田島）

※ 地域指定のないものは全地域対象です。

4月15日（水）３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年12月生まれ

4月16日（木）１歳児健康相談（田島地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年３～４月生まれ

5月 8日（金）乳幼児健康相談（西部地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］伊南会館
［対象］平成26年３～５月生まれ

　　　  平成26年９～11月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー

健康通信 Health Infomation

5月20日（水）３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成27年１月生まれ

5月26日（火）６～８か月児健康相談（田島地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年９～11月生まれ

5月27日（水）１歳６か月児健康診査
［受付］12：30 ～ 13：00
［会場］保健センター
［対象］平成25年10 ～11月生まれ

5月29日（金）２歳児歯科健康診査（田島地域）
［受付］12：30 ～ 13：00
［会場］保健センター
［対象］平成24年11 ～12月生まれ

むし歯ゼロのお友だちは、町の３
歳６か月児健康診査でむし歯が一
本もなかったお子さんの写真を掲
載しています。
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お悔やみ申し上げます

編集後記　▽３月と４月は出会いと別れの季節。今月号
を最後に、３年間の広報担当を卒業します。▽一眼レフ
カメラも触ったこともなかった当初。下手な鉄砲も数打
ちゃ当たるとばかりにシャッターを押し続けました。３
年間の撮影枚数７万枚を超えていました。▽３年間で通
算 36 号、一つ一つに生みの苦しみがあり、そして皆さ
んにお届けできた喜びがありました。▽これからも「広
報みなみあいづ」をよろしくお願いします。（相原寛之）

■参加料＝500円（大人・小人一律。
ただし未就学児は無料です。）
■参加資格＝健康で完歩できる人
■コース
　①８㌔コース（ぶらり歴史めぐりコース）
　②15㌔コース（歴史・文化と絶景めぐり
　　　　　　  　  健脚コース）
■申込締切＝４月27日（月）
■申込み・問い合わせ
　南会津町桜ウォーク実行委員会事務局
　（南会津町観光物産協会内）
　℡0241-62-3000

南山の桜と
歴史めぐりウォーク2015

日時　5月2日（土）
　　　・受付 　     　9:00 ～ 10:00
　　　・開会式　　10:00 ～
　　　・スタート　10:30

会場　まちの駅「南会津ふるさと物産館」
　　　  駐車場（集合受付）

参加者募集
氏　名 性別 保護者名 地区名

喪　主
または世帯主年齢 地区名氏　名

戸籍のまど
Minamiaizu  town

まちの人口　●平成 27 年 4 月 1 日現在

総人口 17,029 人 （-149）
男 8,287 人 （- 61）
女 8,742 人 （- 88）

世帯数 6,869 世帯（- 20）

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）

※（　）内は前月比

まちの文芸

４・５月の日曜当番医

医院名 電話
４月

12 日 きむらクリニック 0241-62-5576

19 日 あべクリニック 0241-62-8733

26 日 高橋医院 0241-62-0040

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

■納期限　 ６月１日（月）
　・固定資産税（第１期）
　・軽自動車税（全期）

　問い合わせ
　　税務課　　　　　　　0241-62-6110
　　舘岩総合支所町民課　0241-78-3345
　　伊南総合支所町民課　0241-76-7712
　　南郷総合支所町民課　0241-72-2224

今月の納税￥

休日納付・納税相談日￥
■日時　４月 29 日（水・祝）　午前 8 時 30 分～正午
■場所　本庁１階税務課

５月

3 日 芳賀医院（下郷町） 0241-67-2128

10 日 長谷川医院 0241-62-0032

17 日 馬場医院 0241-62-0141

24 日 なかやクリニック 0241-73-2036

31 日 小野木クリニック 0241-76-7780

栄光のキセキ

中丸雄哉さん（南会津中２年）
　第51回東北中学校スキー大会
　男子回転の部／優勝
　「両親やコーチ、町の皆さんのおかげ」と話
す中丸さん。１月の第57回福島県中学校体育大
会では、男子回転・男子大回転の２種目で優勝。
南会津の中学校として初の男子総合優勝に貢献
しました。

高橋衣
い お り

織さん（荒海小４年・写真左）
　第19回全国少年少女選抜レスリング選手権大会
　女子の部＋36㎏級／３位
　「大きい大会で初めて入賞できてうれしかった。
　南相馬市に戻るけど、レスリングは続けたい」。

湯田大
ひ ろ と

翔さん（田島二小６年・写真右）
　第19回全国少年少女選抜レスリング選手権大会
　男子の部51㎏級／３位
　「前回大会は２位、今回は３位で悔しい。中学生
　になっても続けていきたい」。

プライバシー保護のため、削除しました。
ご了承ください。

プライバシー保護のため、削除しました。
ご了承ください。



広報みなみあいづ 2015.427 262015.4 広報みなみあいづ

ふくしまデスティネーションキャンペーン始まる。 町全体で、心をこめて「おもてなし」。



№
109

み

み
あ
い
づ

な

広
報

広
報

み
な

み
あ

い
づ

　
４

月
号

　
№

109　
平

成
27

年
４

月
８

日
発

行
(毎

月
第

２
水

曜
日

発
行

）
発

行
：

南
会

津
町

役
場

総
合

政
策

課
広

報
情

報
係

〒
967-8501　

福
島

県
南

会
津

郡
南

会
津

町
田

島
字

後
原

甲
3531

番
地

１
　

Ｔ
Ｅ

Ｌ
0241-62-6210　

Ｆ
Ａ

Ｘ
0241-62-1288　

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

http
://w

w
w

.m
inam

iaizu.org/　
E-m

ail：
kouhou@

tow
n.m

inam
iaizu.lg.jp

文化ホール・ガイド

まちの音楽会
～未来へのメッセージ～

■入場料＝前売2,000円（全席指定）未就学児は入場できま
せん。※この公演は宝くじ助成による特別料金です。
■チケット発売について＝５月10日（日）午前９時より御蔵
入交流館にて発売開始。
■問い合わせ＝御蔵入交流館（℡0241-62-6311）

日時　7月18日（土）
　　　　午後6時00分 開演（午後5時30分 開場）

会場　御蔵入交流館文化ホール

出演　岡村孝子／あみん
　　　 まちのコーラスグループの皆さん
　　　 「宝くじまちの音楽会南会津町特設合唱団」
チケット発売　5月10日（日）午前9時より開始

南会津町合併 10 周年記念事業

松竹大歌舞伎
　四代目中村雁治郎襲名披露

■入場料＝5,000円（全席指定）未就学児は入場できま
せん。■チケット発売について＝４月19日（日）午前９
時より御蔵入交流館にて発売開始。19日のみ１人４枚ま
で購入可。　■問い合わせ＝御蔵入交流館（℡0241-62-
6311）

日時　7月13日（月）
　　　　午後6時00分 開演

会場　御蔵入交流館文化ホール

チケット発売　4月19日（日）午前9時より開始

南会津町合併 10 周年記念事業

御蔵入交流館では、南会津町合併10周年を記念して
各種イベントを開催します。皆さんお誘い合わせの上、
ぜひお越しください。


